No more Hiroshima! これ は 一 一度と もう 広 島の 惨禍 

を 繰 返すな、 とい ふ 意味な の だら うが、 ときどき 僕 は 

自分自身に むかって、 かう 眩く。 広 島の こと はもう 沢 

山 だ。 どうして 僕 は 原子爆弾 のことば かり 書いた リ考 

へたり する の だら う、 ノ ー モア. ヒロシ マ、 ノ ー モア- 

ヒロシ マ …… と。 それ だのに ふと 街 を 歩いて ゐて 電車 

の スパ— クを視 ただけ でも、 僕の 思考 は 真 一 一つに 引裂 

かれ、 パッと 何もかも 地上 一切の もの を剝 ぎと つてし 

まふ 一 剎那 がすぐ 向 ふに 描かれる の だ …… 。 

昭和 二十 年 八月 九日、 広 島から 四 里 あまり 離れた 地 

点で、 僕 は 防空壕の 中に ゐた、 あの 不思議な 新兵 器の 



投げ飛ばされ、 搔き 廻され、 がらがらと 音 をた てて、 

床に 転がされ ている 私の 身体の 上に 積み重なって くる。 

埃つ ぼい 風が いきなり 鼻の 奥へ 突 込んで きて、 息が つ 

まる。 私 は 目 を かつと 見開いて やはり 窓 をみ ていた。 

外 はみ るみる うす 暗くな つて ゆく。 ぞう ぞうと 潮 鳴の 

如く、 ご う) ケ つと 嵐の 如く 空気 は いちめんに 騒ぎ 廻リ、 

板切れ、 着物、 トタン 屋根、 いろんな 物が 灰色の 空中 

をぐ るぐ る 舞って いる。 あたり はやが て ひい やりと 野 

分 ふく 秋の 末の ように、 不思議な 索莫 さに 閉ざされて 

来た。 これ は 唯 ごとで はない らしい ご 

そして、 その後 次々 に fs 回される 渗 状に 対し、 この 
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